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1.� 緒論

 繊維製品を取り扱う際，その素材が未知の場合

には繊維鑑別の必要性が出てくる。代表的な繊維

鑑別法として，顕微鏡による形態観察，燃焼法，

試薬による溶解法，赤外吸収スペクトル測定法

等々，数種の物理的，科学的方法が挙げられるが，

その中でも染色（呈色）法は，染色布の色味，鮮

やかさ，明るさで素材を判定することができ，有

効な方法の一つである。しかし，綿，麻，レーヨン，

キュプラ等のセルロースから成る繊維間において

は，同様又は近似する色に染色され，一般的には

鑑別が困難である。しかし，天然繊維である綿や

麻と再生繊維であるレーヨンやキュプラでは，繊

維断面や側面の構造をはじめ，結晶型や結晶化度，

非晶領域の分子配列の乱れ等の微細構造も異なる

ため染色性に相違が出ると考えられる。1）表 1に

セルロース繊維の基本的な特性値及び顕微鏡写真

を示す。そこで本研究では，セルロース系繊維に

媒染処理を施さずに直接性を示す直接染料，更に

通常はポリエステルやナイロン等の合成繊維の染

色に用いられ，レーヨンを汚染させるといわれる

分散染料を取り上げ，染色条件を変化させて呈色

実験を行ない，セルロース系繊維を詳細に鑑別で

きる染色法について検討した。

2.� 実験

2-1. 試料

 本研究の試料は，多繊交織布（JIS L 0803準拠）

及び，綿，麻，レーヨン，キュプラの実験用白布

を使用した。

2-2. 染色実験

2-2-1. 直接染料による染色

2-2-1-1. 染色条件

 下記の染色条件に基づき，単一の染料を用いて

の単一染色，及び染料を混合させた混合染料によ

る染色実験を行なった。

   浴比：1：50

   染浴：2％ owf（単一染料）

 繊維鑑別において染色法は有効な方法の一つであるが，綿，麻，レーヨン，キュプラ等の

セルロースから成る繊維間の鑑別は困難であった。しかし今回，特定の分散染料を混合した

染色法において天然繊維と再生繊維の染色性に相違がみられ，視覚的にも色度図上でもその

差異を確認することができ，染色法を工夫することでセルロース系繊維を鑑別することが可

能であると提案した。
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表１．セルロース繊維の基本的な構造特性１）～４）



-�62�-

染色法によるセルロース繊維の鑑別2

      18％ owf（混合染料）

      塩化ナトリウム 20％ owf

   染色温度：85℃

   染色時間：15分

2-2-1-2. 染料

 表 2に今回用いた染料とその化学構造を示した。

今回使用した直接染料は，代表的な赤，青，黄色

の単一染料とそれらを混合した混合染料である。

2-2-2-2. 染料

 今回使用した分散染料を表 3に示した。単一染

色では，赤，青，黄色，黒等を含む全 14種であ

る。表中の染料を用いて，重ね染め染色では 9通

り，混合染料による染色では 20通りの組み合わ

せによりスクリーニング実験を行なった。

化 学 構 造染 料 名

Congo�Red

Direct�Sky�Blue�6B

Direct�Fast�Yellow�R

Congo�Red�＋�Direct�Sky�Blue�6B

Congo�Red�＋�Direct�Sky�Blue�6B�＋�Direct�Fast�Yellow�R

表2. 使用した直接染料とその化学構造
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表２．使用した直接染料とその化学構造

2-2-2. 分散染料による染色

2-2-2-1. 染色条件

 下記の条件に基づき，各染料による単一染色，

及び単一染色で比較的染着の良い染料を選び，染

色後再度異なる染料で染色する重ね染め染色，更

に二種の染料を 1：1で混合させた混合染料を用

いての染色実験を行なった。

   浴比：1：50

   染浴：0.05wt％

      モノゲン 15％ owf

   染色温度：100℃

   染色時間：30分

表３．使用した分散染料

Dianix�Fast�Black�GN

Dianix�Fast�Red�2B

Dianix�Fast�Blue�RN

Dianix�Fast�Yellow�YL

Diacelliton�Fast�Yellow�G

Diacelliton�Fast�Brown�R

Diacelliton�Fast�Red�R

Diacelliton�Fast�Brilliant�Blue�B

Diacelliton�Fast�Pink�R

Diacelliton�Fast�Orange�GL

Diacelliton�Fast�Violet�B

Diacelliton�Direct�Black�2B

Disperse�Red�11

Disperse�Diazo�Black�3BF

表3. 使用した分散染料

2-3. 吸光度測定

 繊維への染料吸着量を比較するために島津製作

所 UV-210Aを使用し，染色前後の染液の吸光度

測定を行なった。

2-4. 測色

 染色した試料の色相，明度，彩度について，ミ

ノルタ CM-2600dを使用し，光源 D65，10度視

野の条件で測色を行なった。

3.� 結果

3-1. 直接染料による染色
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 綿布とレーヨン布の染料吸着量を比較するため，

各試料を共通溶液を用いて個別に染色し，染色前

後の染液の吸光度測定を行なった。図 1に結果を

示した。Congo Redによる単一染色においては染

色前の染液の最大吸収波長は 500nmであり，吸

光度は約 1.25を示している。同液の綿布染色後

においては，吸光度が約 0.4となり，染色前後の

吸光度の差を綿布の染料吸着量とみなすことがで

きる。綿布の場合と同様の条件の下，染色を行

なったレーヨン染色後の染液では，吸光度が約

0.15となり，綿布に比べ染料の吸光度変化量が大

きくなっていることが分かる。又，Direct Sky Blue 

6Bにおいては，染色前の染液の最大吸収波長は

615nmであり，吸光度は約 1.45を示している。

綿布染色後では吸光度は約 0.7，レーヨン布染色

後では約 0.35となり，Congo Redと同様にレーヨ

ン布での吸光度変化量が大きくなっている。更に，

Congo Redと Direct Sky Blue 6Bの二種の混合染料

の場合には，各染料の最大吸収波長域で各々山を

示し，単一染色と同様に染色前後での吸光度変化

量は，綿布に比べレーヨン布染色後の方が大きく

なっている。従って，綿布よりレーヨン布の方が

染料吸着量が大きいことが明らかとなった。

 次に，吸光度測定より得られた染料吸着量の差

が布の色差としてどの程度反映されてくるのか検

討するために染色後の試料の測色を行なった。そ

の結果を図 2に示した。単一染料においては，綿

布とレーヨン布の色相，明度，彩度に大きな変化

はみられない。又，混合染料においては二種混合，

三種混合共に赤色に染色され，綿布とレーヨン布

の色相には殆ど変化はみられない。しかし，レー

ヨン布の明度，彩度が綿布に比べ低くなることが

明らかであり，染料吸着量の差を反映し，染料成

分が多くなると暗く鈍い色に移行する傾向がみら

れた。以上の様に，吸光度測定及び測色において

は直接染料を混合することで綿布とレーヨン布の

染色性に明らかな相違を確認することができた。

しかし，目視ではこの相違を顕著に確認すること

は困難であり，簡便な繊維鑑別法として利用する

には至らないと考えられる。

図1. 染色前後の染色液の吸光度変化
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図2. L*a*b*表色系色度図による色差測定結果
    ～直接染料の単一染色、混合染色～
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図１．染色前後の染色液の吸光度変化

図２．L＊a＊b＊表色系色度図による色差測定結果

    ～直接染料の単一染色、混合染色～
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3-2. 分散染料による染色

 分散染料を用いてセルロース繊維を染色すると

単一染色，及び重ね染め染色の場合には，天然染

料が濃い，再生繊維が濃い，レーヨンが淡い等，

染色される傾向でグループ分けすることができる

が，色の濃淡はあるものの明確な鑑別法として用

いるには困難であると考えられた。しかし，二種

の染料を 1：1で混合させ一浴で染色すると，あ

る特定の混合染料を用いた場合のみ天然繊維と再

生繊維では染色される色に相違がみられた。図 3

に測色結果を示した。Disperse  Diazo  Black  3BF 

＋ Dianix Fast Blue RNの組み合わせにおいては，

天然繊維は緑系，再生繊維は黄色系に染色され，

染色される色相に偏りがみられる。又，天然繊維

に比べ再生繊維の彩度は高くなる傾向がみられる。

更に，Diacelliton Fast Pink R ＋  Diacelliton Fast 

Brilliant Blue Bの組み合わせにおいては，天然繊

維は赤紫系，再生繊維は青紫系に染色される。こ

の様な染色性の相違は色度図上で明らかなだけで

なく，目視においても色相差として明確に確認す

ることができた。従って，この分散染料を用いた

混合染料による一浴染色を繊維鑑別法として利用

することが可能であると考えられる。

4.� 結論

 直接染料，分散染料を用いて，セルロース系繊

維を鑑別する染色法について以下の結果を得た。

1）単一染色では，直接染料，分散染料共に繊維

の染め分けはできず鑑別は困難である。

2）混合染料による一浴染色の場合には特定の染

料の組み合わせにより，天然繊維と再生繊維

との染色性に相違がみられる。直接染料にお

いては，その相違を測定値としては観測でき

るものの視覚的に確認することは困難である。

しかし，以下の分散染料においては，その相

違が色相差として顕著に現れ，視覚的にも色

度図上でも明確に確認することができる。

・ Disperse Diazo Black 3BF ＋  

          Dianix Fast Blue RN

・ Diacelliton Fast Pink R ＋  

     Diacelliton Fast Brilliant Blue B

 従って，染色法を工夫することでセルロース系

繊維を鑑別することが可能であり，今回その方法

の一つを提案した。しかし，未だ詳細な鑑別とは

言い難く，更に染料の種類や溶媒を変え染色法を

工夫することで，個々の繊維を詳細に鑑別するこ

とが可能であると思われ，今後の課題として残さ

れている。
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図3. L*a*b*表色系色度図による色差測定結果
   ～分散染料の混合染料による一浴染色～

  ●…綿   ▲…麻   ■…レーヨン   ◆…キュプラ

●▲■◆…Disperse�Diazo�Black�3BF�＋�Dianix�Fast�Blue�RN
●▲■◆…Diacelliton�Fast�Pink�R�＋�Diacelliton�Fast�Brilliant�Blue�B

●▲

●

■

■
◆

◆
▲

▲

▲

■

■

◆

◆

●

●

図３．L＊a＊b＊表色系色度図による色差測定結果

   ～分散染料の混合染料による一浴染色～


